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〈指導者の言葉〉 
 
広島中学校では，グローバル化時代に活躍できる人材の育成をめざし，中
高の６年間で論理的な思考力・表現力を身に付けさせていくために，「こと
ば科」を開設しています。 
また，これまでの国語科の授業では，第２学年「意見文を書こう」，第３
学年「論理の展開を工夫して説得力をもたせる」等の「書くこと」の単元を
通して，「適切な課題の設定」，「構成や展開の工夫」，「主張と根拠のつなが
り」，「効果的な表現の工夫」などに気をつけて書く学習を行ってきました。 
本作品は，これらの学習を生かすとともに，これまで身に付けた知識や技
能を効果的に用いながら，夏季休業を通じて作品制作にあたったものです。
『変身』（フランツ カフカ）との出会いをきっかけに，その作者であるカフ
カに興味をもち，続けて『絶望名人カフカ×希望名人ゲーテ: 文豪の名言対
決』（フランツ カフカ，ヨハン・ヴォルフガング・フォン ゲーテ）を読む，
さらなる読書活動につながり読みが深まっていく読書感想文です。著作をも
とに，ゲーテとカフカを自身が比較していく視点や，自身の体験から考える
視点はおもしろく，口語で表現されている素直な心の声は親しみやすさと独
特のリズムを作り，読み手を引き込む作品になっています。 

 


